






















































Ryoichi UTSUMI：Design of a Performance Task in Senior High School Chemistry Lessons through Investigation Activities 














































9 パフォーマンス課題 （1） 予備実験（工夫すべき点の検討）
10 パフォーマンス課題 （2） 本実験



























Wagner 式 6 ）を用いて算出したペンタンの蒸気圧を

































































0 2.42 10 3.75 20 5.61 
1 2.54 11 3.91 21 5.83 
2 2.65 12 4.08 22 6.06 
3 2.77 13 4.25 23 6.29 
4 2.90 14 4.42 24 6.53 
5 3.03 15 4.61 25 6.78 
6 3.16 16 4.79 26 7.04 
7 3.30 17 4.99 27 7.30 
8 3.45 18 5.19 28 7.57 









2 　あと一歩 ①〜③のうち， 2 つの項目しか示されていない。または，説明や表現の方法に工夫を要する。
















































第 3 時 リーフレット作成
作成の目的・要領




































































２ペンタン 0.5mL を入れる 
☆駒込ピペットで，もらさない！ 
３空気をペンタンの蒸気で飽和させる。 
 ①円を描くように揺する（1 分） 
 ②ゴム栓をして振り混ぜる(10 回) 














































































事後指導を行った。「自己評価 2 ，授業者の評価 4 」
の 1 名は自己肯定感が低いと思われる。「自己評価




評価 5 4 3 2 1
自己評価
5 4 3 5 0 0
4 4 2 2 1 0
3 0 5 2 0 0
2 0 1 1 0 0




























つくりやすく， 8 割以上の作品が評価 5 または 4 に








































1 　実験は楽しい 35% 59% 3 % 3 %
2 　蒸気圧を求める実験に積極的に取り組んだ 48% 42% 10% 0 %
3 　グループで協力して実験を進めることができた。 65% 35% 0 % 0 %
4 　グループで議論して，理解が深まった。 58% 36% 3 % 3 %
5 　混合気体の全圧と分圧の意味が分かった。 58% 36% 6 % 0 %
6 　実験を通して飽和蒸気圧の意味がより深く理解できた。 52% 42% 6 % 0 %
7 　水蒸気圧を考慮してペンタンの蒸気圧が求められた。 58% 42% 0 % 0 %
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